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（事例10）　輸送用機械等製造業
　　　　　　　           ‒ 合併をきっかけに導入 ! ‒

1　規模

     175 名 ( 全社 6,185 名 )

2　リスクアセスメント等実施体制

3　リスクアセスメント等導入時期

  　平成 20 年 4 月

4　リスクアセスメント等導入のきっかけ

　　 当社は平成 20 年 1 月に合併しましたが、合併する前から他県の工場にお

　いてリスクアセスメントの展開を始めた経緯があります。合併に伴い当工場

　でも社内規定に基づきリスクアセスメントを開始しました。

5　「危険性又は有害性の特定」で苦労した事例

　　作業のリスクアセスメント実施要領の危険有害要因の抽出において、「当該

　職場の班長は、自らまたは部下に指示して当該作業を実演する」とありますが、

　作業数が多いため、作業ステップ毎の危険有害要因の抽出に莫大な工数を取

　られ、リスクレベルの高いと思われる作業からでしか実施できない状況です。

　　リスクレベルの低いと思われる作業については、机上でリスク評価を実施

　することがあるため、評価の傾向が偏ってしまうことがあります。

6　 「リスクの見積り」で成功した事例

　　作業者も参加したリスクアセスメントの実施であるため、日頃のコミュニ

　ケーション活動にも貢献することができました。

7 　「リスクアセスメント実施状況の記録と見直し」で成功した事例

　　作業者自らが作業のリスク評価に参加しているため、当該作業においてど

　のような危険性があるかが把握でき、自ら改善に係る事ができました。

8　 リスクアセスメントの効果

  　 リスクアセスメントを実施することにより工程及び設備のリスクレベルを

実施体制 役職等

統括管理 工場長

実施管理 安全管理者、当該課長

作業指揮 安全健康推進部
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　把握、改善をし　リスクの低減を図ることができました。

　　また、大きな災害につながる危険源のハード対策が進んで、休業災害等の

　大きな災害が無くなりました。
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